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議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
そ
の
執
行
状

況
や
方
針
等
を
、
市
長
及
び
他
の
執
行
機
関
に

対
し
て
質
問
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
般
質
問
と
は13人

の議員が質問

今期定例会では

議

員

市

長

市が行う仕事について
幅広く質問する

市の取り組み状況や
考え方を答える

ཬެࢁԂ（ఏݩڙɿכϲ࡚ڠޫ؍ࢢձ） ˞ࣸਅΛֆը෩ʹՃͨ͠޻΋ͷͰ͢ɻ

1

資源保護のため、再生紙を使用しています



２次元コードから実際の映像をご確認いただけます。

質
問

高
齢
者
な
ど
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ

の
住
ま
い
確
保
に
関
す
る
支
援
状
況
は
。

回
答

住
ま
い
の
相
談
窓
口
で
広
く
相
談
を
受

け
る
中
で
、
市
を
介
し
て
協
力
不
動
産
店
に
物

件
の
照
会
が
で
き
る
制
度
や
行
政
と
各
専
門
家

が
連
携
・
協
議
し
、
課
題
の
早
期
解
決
に
取
り

組
む
協
議
会
な
ど
を
新
設
し
た
。

質
問

法
改
正
後
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

回
答

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
の
改
正
に

よ
り
入
居
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
が
期
待

さ
れ
る
。
居
住
支
援
を
担
う
法
人
の
発
掘
と
対

話
に
努
め
、
大
家

さ
ん
の
心
配
事
を

払
拭
で
き
る
状
態

を
創
出
し
て
い
き

た
い
。

質
問

高
齢
者
へ
の
就
労
支
援
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

回
答

働
く
意
欲
が
あ
る
高
年
齢
者
の
就
業
機

会
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
。
本
市
で
は
勤
労
市

民
会
館
に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

よ
る
個
別
相
談
や
講
座
等
を
開
催
し
て
お
り
、

企
業
に
対
し
て
は
、
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

相
談
窓
口
や
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
い
る
。

今
後
も
高
年
齢
求
職
者
と
企
業
の
双
方
に
対
す

る
支
援
に
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

茅
ヶ
崎
市
総

合
計
画
後
期

実
施
計
画
の

策
定
に
つ
い

て

水 本 定 弘

市
内
で
の
労
働
と

企
業
支
援
に

つ
い
て

質
問

市
内
の
緑
地
面
積
の
推
移
は
。

回
答

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
こ
こ
３
年

間
で
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
減
少
し
て
い
る
。

質
問

緑
地
が
減
少
し
て
い
る
要
因
は
。

回
答

保
存
樹
林
と
生
産
緑
地
の
指
定
解
除
や
、

流
入
人
口
の
増
加
に
よ
る
住
宅
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
が
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

質
問

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

回
答

新
規
都
市
公
園
の
整
備
を
は
じ
め
、
既

存
の
借
地
や
保
存
樹
林
指
定
地
の
公
有
地
化
な

ど
に
よ
り
緑
地
の
保
全

に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

金 田 俊 信

市
街
化
区
域
の
緑

地
保
全
に
つ
い
て

質
問

本
市
の
河
川
で
検
出
さ
れ
る
Ｐ※
１
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
値
が
、
令
和
４
年
度
（
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り

22
ナ
ノ
グ
ラ
ム)
か
ら
６
年
度
（
46
ナ
ノ
グ
ラ

ム
）
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
そ
の
要
因
と

調
査
対
象
拡
大
に
つ
い
て
見
解
は
。

回
答

科
学
的
知
見
に
基
づ
く
暫
定
指
針
値

（
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）内
で
あ
り
、健
康
に
影
響
が

生
じ
る
状
況
で
は
な
い
。
他
河
川
と
の
濃
度
の

差
異
に
つ
い
て
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
基
に
発
生
元
を
見
極
め
た
い
。
調

査
対
象
拡
大
に
つ
い
て

は
、
国
の
最
新
の
知
見

や
上
流
域
の
測
定
結
果

等
を
踏
ま
え
、
関
係
機

関
と
今
後
検
討
・
協
議

す
る
。

質
問

市
と
住
民
の
意
見
交
換
会
で
は
、
駐
車

場
の
位
置
や
台
数
、
動
線
、
建
築
物
の
数
や
営

業
時
間
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
建
て
替
え
や
そ
の

周
辺
の
海
岸
に
続
く
緑
と
雰
囲
気
の
あ
る
空
間

を
ど
う
残
す
の
か
等
の
質
問
が
出
た
。
市
は

「
ゴ
ル
フ
場
運
営
事
業
者
の
提
案
に
よ
る
」
と

回
答
し
、
用
途
地
域
変
更
で
住
環
境
に
悪
影
響

が
生
じ
て
も
責
任
者
は
不
在
と
な
る
が
、
行
政

の
権
限
濫
用
で
は
な
い
か
。

回
答

西
側
区
域
は
、
土
地
利
用
規
制
を
変
更

す
る
こ
と
で
魅
力
が

向
上
し
、
ゴ
ル
フ
場
の

長
期
継
続
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
お
り
、
住

環
境
と
の
調
和
に
も

配
慮
し
て
い
る
。

杉 本 啓 子
茅
ヶ
崎
ゴ
ル
フ
場
西
側

区
域
の
土
地
利
用
規
制

の
変
更
等
に
つ
い
て

質
問

茅
ヶ
崎
市
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
に
向
け
た
県
と
の
協
議
の
進
捗
状
況
及
び
今

年
度
の
市
の
事
業
内
容
は
。

回
答

令
和
６
年
度
中
の
津
波
災
害
警
戒
区
域

の
指
定
を
受
け
る
方
向
で
県
と
協
議
を
進
め
て

お
り
、
年
内
に
は
住
民
説
明
会
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。
令
和
７
年
９
月
ご
ろ
に
新
た
な
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
公
表
で
き
る
よ
う
、
す

で
に
検
討
に
着
手
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
問
事
項

警
戒
区
域
内
に
立
地

予
定
の
学
校
や
児
童

ク
ラ
ブ
等
の
避
難
促

進
施
設
の
避
難
確
保

計
画
・
訓
練
に
つ
い

て

山 口 順 平

津
波
防
災
に

つ
い
て

質
問

パ
リ
五
輪
は
市
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
施
策

推
進
の
ブ
ー
ス
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。
次
期
五
輪

を
見
据
え
、
有
能
な
人
材
の
育
成
・
サ
ポ
ー
ト

に
注
力
し
つ
つ
、
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
も
高
い
茅
ヶ
崎
市
で
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ

ー
ク
等
の
環
境
整
備
も
同
時
に
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

回
答

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
は
音
楽
や
芸
術
と

の
親
和
性
も
高
く
、
市
の
価
値
・
魅
力
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
新
設

に
向
け
、
コ
ン
セ
プ
ト
と

課
題
等
の
整
理
、
候
補
地

の
検
討
、
後
期
実
施
計
画

へ
の
位
置
づ
け
等
の
協
議

を
進
め
て
い
く
。

柾 木 太 郎

ロ
ス
五
輪
を
見
据

え
た
施
策
展
開
を

質
問

障
が
い
者
本
人
の
実
情
や
家
族
負
担
軽

減
の
た
め
に
独
自
の
紙
オ
ム
ツ
給
付
事
業
を
実

施
す
る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
つ
い
て
本
市
の
見
解
を
問
う
。

回
答

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
等
の
各
制
度

に
つ
い
て
、
定
期
的
な
見
直
し
は
実
施
し
て
い

な
い
が
、
利
用
者
か
ら
の
相
談
や
要
望
、
ア
ン

ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
等
に
よ
り
、
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。
今
後
も
、
優
先

度
や
必
要
性
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
、
制

度
の
見
直
し
や
新
た

な
制
度
の
創
出
の
検

討
な
ど
、
適
宜
対
応

し
て
い
く
。

清 野 匡 志

第
７
期
茅
ヶ
崎
市

障
が
い
者
保
健
福

祉
計
画
に
つ
い
て

質
問

災
害
時
の
障
が
い
者
へ
の
情
報
発
信
に

つ
い
て
、
本
市
の
対
応
を
問
う
。

回
答
「
ち
が
さ
き
障
が
い
者
支
援
ア
プ
リ
」

を
活
用
し
、
登
録
者
に
災
害
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ

型
で
発
信
す
る
。

質
問

障
が
い
特
性
に
合
わ
せ
た
避
難
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
を
早
急
に
作
成
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
本
市
の
見
解
を
問
う
。

回
答

必
要
性
を
含
め
、
他
自
治
体
の
作
成
状

況
も
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な

質
問
事
項

障
が
い
の
あ
る

方
が
必
要
と
す

る
支
援
体
制
の

充
実
に
つ
い
て 阿 部 英 光

誰
も
取
り
残
さ
な

い
た
め
の
防
災
支

援
に
つ
い
て

質
問

学
童
保
育
の
待
機
児
童
対
策
と
今
後
の

展
望
は
。

回
答

児
童
ク
ラ
ブ
の
新
設
等
に
よ
り
、
令
和

６
年
４
月
の
定
員
を
１
７
６
人
増
加
し
た
。
当

面
は
小
学
校
１
～
３
年
生
の
待
機
児
童
解
消
を

最
優
先
に
取
り
組
む
。
な
お
、
長
期
的
に
は
児

童
数
が
減
少
す
る
傾
向
で
あ
り
、
既
存
施
設
の

有
効
活
用
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

質
問

夏
休
み
の
子
ど
も
の
居
場
所
対
策
は
。

回
答

待
機
児
童
と
な
っ
た
小
学
校
１
～
３
年

生
を
対
象
に
、
待
機
児
童
の
多
い
小
学
校
の
余

裕
教
室
を
利
用
し
た
夏
季
臨
時
保
育
を
実
施
し
、

待
機
児
童
の
居

場
所
を
確
保
し

た
。

岡 崎 　 進

夏
休
み
の
子
ど
も

の
居
場
所
と
学
童

保
育
に
つ
い
て

木山耕 治

茅
ヶ
崎
の
豊
か
で

安
全
な
水
を
守
る

た
め
に

滝口友 美

高
齢
者
の
方
々
が

安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
す
た
め
に

※１　ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物の総称）…自動車のコーティング剤や消火器の消火剤等に含まれており、基準値以上が飲み水等に含まれると健康に影響があると言われている。

きれいで安全な水を
次世代に残していくために

茅ヶ崎市の津波避難情報

みどりは街のうるおい

アーバンスポーツで市に付加価値を

茅ヶ崎市勤労市民会館

住まいの安心へ

買い物補助をする介護士

障がい特性に合った防災対策が必要

令和７年度
児童クラブ（学童）
入所案内樹木を何本切るのか？
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質
問

認
知
件
数
が
増
加
す
る
一
方
、
実
態
が

把
握
で
き
な
い
「
い
じ
め
」
の
課
題
は
。

回
答

教
育
委
員
会
が
目
指
す
「
い
じ
め
見
逃

し
０ゼ

ロ

」
の
実
現
に
は
、
教
職
員
の
適
切
な
い
じ

め
の
認
知
が
重
要
で
あ
る
。
教
職
員
に
よ
っ
て

認
知
す
る
感
度
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
た
め
、

今
後
も
継
続
し
て
研
修
等
を
実
施
し
、
全
教
職

員
の
意
識
を
高
め
て
い
く
。

質
問

包
括
的
性
教
育
に
対
す

る
見
解
は
。

回
答

人
権
を
尊
重
し
つ
つ
性

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
面
を
幅

広
く
扱
い
、
包
括
的
に
学
習
す

る
形
態
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
る
児
童
・
生
徒
に
と
っ

て
大
変
重
要
で
あ
る
。

早 川 仁 美

子
ど
も
た
ち
が

安
全
安
心
に
学
校

生
活
を
送
る
た
め
に

質
問

令
和
７
年
度
施
行
の
「
茅
ヶ
崎
市
こ
ど

も
計
画
」
へ
、
子
育
て
世
代
や
若
者
の
孤
独
・

孤
立
対
策
を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

回
答

計
画
の
方
向
性
と
し
て
産
前
か
ら
の
切

れ
目
の
な
い
支
援
等
を
示
し
、
全
て
の
子
ど
も

や
若
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て
孤
独
・
孤
立
状

態
と
な
ら
ぬ
よ
う
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問

40
～
64
歳
の
孤
独
・
孤
立
対
策
は
。

回
答

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る

相
談
者
の
約
40
％
が
40
～
50
代
で
あ
り
、
孤

独
・
孤
立
状
態
で
も
た

め
ら
い
等
を
感
じ
て
支

援
を
受
け
な
い
方
も
い

る
。
支
援
を
求
め
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
。

山 﨑 広 子
人
と
人
と
の「
つ
な
が
り
」

を
実
感
で
き
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て

質
問

複
雑
・
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
や

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
的
確
に
対
応
す

る
専
門
人
材
が
必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

回
答

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
性
を
確
保
す
る

た
め
、
外
部
人
材
の
活
用
や
部
内
の
人
材
育
成

等
の
多
様
な
手
法
が
必
要
で
あ
る
。
各
分
野
の

関
連
部
署
間
で
、
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
と
し
た

キ※
２
ャ
リ
ア
パ
ス
の
構
築
や
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
つ
つ
、
Ｏ※
３
Ｊ
Ｔ
や
人
事
評
価
、

意
向
調
査
を
適
切
に
活
用
し
、
長
期
配
置
に
よ

る
業
務
の
属
人
化
や

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

低
下
を
防
ぎ
、
専
門
分

野
に
特
化
し
た
職
員

の
定
着
率
向
上
と
育

成
に
努
め
る
。 藤 本 恵 祐

市
の
将
来
を
担
う
活

力
あ
る
人
材
の
創
出

及
び
確
保
に
つ
い
て

どうやるの？一般質問
質問に対して執行部がしっかりと答え

られるように、通告の後に議員に対する
ヒアリングが行われます。

議員にとっても、限られた時間の中で
しっかりとした答弁を引き出すために大
切なものです。

❸質問内容の聞き取り

議員の調査研究
議員は次の議会が始ま

る前に、一般質問で取り
上げる内容を考えます。

たくさんの声を聞き、
茅ヶ崎市の状況を調査
し、他の市のことも調
べ、市政がより良い方向
へ進むことができるよう
研究をします。

❶�テーマを
考える

発言通告提出締切
仮通告を経て、質問する内容が決まっ

たら、議長へその内容を通告します。
この通告がないと、本会議で発言する

ことができません。
ちなみに、茅ヶ崎市議会では通告の提

出順に好きな発言の順番を選択すること
ができます。

❷通告する

いよいよ一般質問当日です。イン
ターネットによる生中継でもご覧い
ただくことができます。

❹一般質問当日本会議場で議員が発言する際は、議
長の許可を得て発言しなければなりま
せん。
また、執行部に対して一般質問や質
疑を行う場合は、事前にその内容を議
長に通告しなければなりません。

通告とは

市議会議員の役割のうち、最も大切
なもののひとつで、議員が市民の皆さ
んの声を代弁し、市長や執行部と議論
する貴重な場です。
１年のうち、６月と９月と12月の
定例会でしか行われません。

一般質問とは

仮通告提出締切
一般質問の大まかな内容を事前に

提出して、他の議員と質問の内容に
重複がないか確認します。重複があ
った場合は、より重層的な質問とな
るように議員間で調整します。

議会運営委員会
定例会初日の約1週間前に

開催されます。この委員会
で、定例会の日程や一般質問
の順番などが決定します。

発言時間
一般質問の議員一人の持ち時間は30分（質問の

み）。この時間内で通告した内容について、執行部と
議論を行います。
一括方式／一問一答方式

一般質問をする際、質問の方法が２種類あります。
すべての項目を一括して質問する「一括方式」と、項
目ごとに1問ずつ質問を重ねていく「一問一答方式」
があり、議員がいずれかの方式を選択します。

※２　キャリアパス…目指す職位や役割に就くために必要な過程や道筋
※３　OJT…実際の業務を通じて行う育成方法

点字版と録音版の「議会だより」の発行
目の不自由な方にも、議会の活動を

知っていただくため、点字版と録音版
（茅ヶ崎録音奉仕会のご協力で作成）
の「議会だより」を発行しています。

利用を希望される方は議会事務局ま
でお問い合わせください。

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発言の一部を
掲載しています。詳しくは会議録をご覧ください。
〇令和６年第３回定例会の本会議・委員会の状況について

は、市ホームページで録画映像をご覧いただけます。
〇令和６年第３回定例会の会議録は、11月下旬から市ホ

ームページ、市立図書館、市役所の市政情報コーナーな
どでご覧いただけます。

ձͷٞࢢ 4N4

市議会の公式会議の情報
や議長の動向、委員会等の
視察の様子
などを発信
しています。

市議会の取り組みや議会
報告などを動画で配信して
います。

ぜひチャ
ンネル登録
をお願いし
ます。

議案審査等を行った会
議の会議録を公開してい
ます。会議名や日付、発
言内容などで検索もでき
ます。

ձٞ࿥
過去１年間の議案審査

等を行った会議の映像を
公開しています。当日の
生の映像をぜひご覧くだ
さい。

ձٞө૾

中継や
動画配信は
こちら

人との「つながり」は
笑顔をもたらす！

令和 4 年度文部科学省の調査結果より

ちがさきの未来を創る

令和６（2024）年10月31日号　No.2303 ちがさき市議会だより



茅
ヶ
崎
ツ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ヴ
地
下
道
屋
根
改
修

工
事
に
つ
い
て
、
浅
岡
建
設
株
式
会
社
と
契
約

を
締
結
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

問

改
修
工
事
の
工
期
は
。

答

契
約
締
結
後
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
第
１

期
工
事
を
、
同
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で
に
か
け

て
第
２
期
工
事
を
行
う
。

問

工
期
中
、
通
行
は
で
き
る
の
か
。

答

第
１
期
と
第
２
期
で
西
側
と
東
側
と
順
に

施
工
し
て
い
く
た
め
、
線
路
南
側
と
北
側
と
の

通
行
は
可
能
で
あ
る
。

問

市
民
か
ら
「
地
下
道
が
暗
い
」
と
の
声
を

聞
い
て
い
る
が
、
今
回
の
工
事
で
改
善
さ
れ
る

の
か
。

答

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
た
め
、
改
善
さ
れ

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

問

本
入
札
時
、

調
査
基
準
価
格

を
下
回
っ
て
い

る
が
、
下
請
け

業
者
等
に
負
担

が
生
じ
な
い
よ

う
市
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
は
あ
る

の
か
。

議
案
の
概
要

主
な
質
疑

公
園
緑
地
等
管
理
運
営
経
費
（
４
２
０
万
６

０
０
０
円
増
。
新
湘
南
バ
イ
パ
ス
の
側
道
（
市

道
６
５
２
９
号
線
）
の
街
路
樹
の
維
持
管
理
に

お
い
て
、
当
初
に
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
剪
定

箇
所
の
発
生
に
伴
い
、
委
託
料
を
増
額
す
る
も

の
）、
道
路
整
備
事
業
費(

６
４
１
６
万
７
０
０

０
円
（
繰
越
明
許
費
（
仮
称
）
松
林
地
区
地
域

集
会
施
設
等
複
合
施
設
の
設
計
を
進
め
る
中
で
、

上
水
道
の
供
給
管
を
当
該
道
路
整
備
事
業
で
新

規
に
整
備
す
る
歩
道
下
に
埋
設
す
る
必
要
が
生

じ
、
上
水
道
供
給
管
埋
設
工
事
終
了
後
に
歩
道

整
備
を
行
う
こ
と
と
し
、
道
路
整
備
工
事
の
年

度
内
で
の
完
了
が
見
込
め
な
い
た
め
、
次
年
度

へ
繰
り
越
す
も
の
）

公
園
緑
地
等
管
理
運
営
経
費

問

剪
定
箇
所
の
発
生
の
経
緯
は
。

答

令
和
６
年
７
月
に
消
防
本
部
松
林
出
張
所

よ
り
「
新
湘
南
バ
イ
パ
ス
側
道
の
桁
下
側
の
街

路
樹
が
繁
茂
し
て
お
り
、
緊
急
車
両
が
出
動
す

る
際
に
通
行
の
支
障
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
相

談
が
あ
っ
た
。
特
に
、
松
林
出
張
所
か
ら
赤
羽

根
交
差
点
ま
で
の
間
で
街
路
樹
が
車
道
側
に
張

り
出
し
て
お
り
、
信
号
待
ち
の
車
列
を
追
い
抜

く
際
に
通
行
の
支
障
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
同
区
間
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
が
高
い

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

答

総
工
費
約
３
億
円
の
工
事
で
、
下
請
け
業

者
等
が
入
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。
着
工
後
、

定
期
的
に
巡
視
し
、
状
況
を
確
認
し
た
い
。

情
報
化
推
進
経
費
（
８
９
３
万
８
０
０
０
円

増
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
と

し
て
の
利
用
申
込
及
び
公
金
受
取
口
座
の
登
録

支
援
等
を
行
う
こ
と
に
伴
い
、
委
託
料
等
を
増

額
す
る
も
の
）、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等
交
付
事

務
管
理
経
費
（
７
５
３
万
円
増
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
交
付
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
に
向
け
、
迅
速
な
カ
ー
ド

発
行
を
要
す
る
場
合
の
特
急
発
行
を
行
う
体
制

整
備
に
伴
い
、
消
耗
品
費
等
を
増
額
す
る
も

の
）

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利

用
申
込
支
援
の
詳
細
は
。

答

令
和
６
年
10
月
15
日
か
ら
年
末
ま
で
、
本

庁
舎
１
階
に
支
援
ブ
ー
ス
を
開
設
す
る
。
２
名

の
常
駐
支
援
員
が
マ
イ
ナ
保
険
証
の
設
定
支
援

等
を
行
う
。

問
「
特
急
発
行
」
で
発
行
ま
で
の
期
間
が
ど

の
く
ら
い
短
縮
さ
れ
る
の
か
。

答

発
行
ま
で
に
約
１
カ
月
半
程
度
か
か
っ
て

い
た
が
、
最
短
で
１
週
間
以
内
で
発
行
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

マイナ保険証利用を
見据え、カードの
特急発行を可能に

議案第75号　令和６年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第８号）
所管部分

委員会では
賛成多数

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

こ
と
か
ら
予
備
費
で
対
応
し
、
同
年
８
月
に
剪

定
作
業
を
終
え
て
い
る
。
一
方
、
藤
沢
方
面
に

出
動
す
る
際
は
緊
急
車
両
の
通
行
確
保
は
可
能

と
な
る
が
、
通
行
頻
度
が
高
い
こ
と
か
ら
、
市

立
室
田
小
学
校
傍
の
交
差
点
ま
で
の
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
お
い
て
街
路
樹
の
剪
定
を

す
る
も
の
で
あ
る
。

問

同
路
線
以
外
に
街
路
樹
が
支
障
と
な
り
緊

急
車
両
が
通
行
困
難
な
箇
所
は
。

答

消
防
本
部
で
改
め
て
確
認
を
行
い
、
他
路

線
に
つ
い
て
は
街
路
樹
が
支
障
と
な
っ
て
い
る

箇
所
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

問

街
路
樹
の
剪
定
に
つ
い
て
市
へ
の
問
い
合

わ
せ
先
が
わ
か
り
に
く
い
が
工
夫
は
。

答

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
よ
り
窓
口
が
わ
か

り
や
す
い
よ
う
工
夫
し
て
い
く
。

道
路
整
備
事
業
費

問

次
年
度
へ
繰
り
越
す
こ
と
で
計
画
の
進
捗

に
影
響
は
あ
る
か
。

答
（
仮
称
）
松
林
地
区
地
域
集
会
施
設
建
設
工

事
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
６
月
に
契
約
を
予

定
し
、
令
和
８
年
８
月
に
完
工
す
る
予
定
で
あ

市道の街路樹剪
せ ん

定
て い

のため補正予算を
計上

議案第75号　令和６年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第８号）
所管部分

委員会では
全会一致

２次元コードから実際の映像等をご確認いただけます。

る
。
そ
の
契

約
ま
で
に
当

該
歩
道
工
事

は
終
了
す
る

予
定
と
な
っ

て
い
る
た
め
、

全
体
の
工
程

の
進
捗
に
今

回
の
繰
り
越

し
に
よ
る
影

響
は
な
い
。

総
務
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
７
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

阿
部

英
光

副
委
員
長

早
川

仁
美

金
田

俊
信

水
島

誠
司

岸　
　
正
明

柾
木

太
郎

都
市
経
済
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

小
川

裕
暉

副
委
員
長

長
谷
川
由
美

杉
本

啓
子

山
口

順
平

藤
本

恵
祐

加
藤

大
嗣

滝
口

友
美

ツインウェイヴ
地下道を改修

議案第79号　工事請負
契約の締結について

委員会では
全会一致

͕͖ͪࣗ͞ຽΫϥϒ
賛
成

本改正は茅ヶ崎市総合体育館及び茅ヶ崎市体育館の
利用料金の改定によるものであるが、平成元年以降、
消費税の増税に伴う料金改定以外は、36年間利用料
金は据え置かれていた。現在まで、人件費や光熱費な
ど維持管理経費が上昇する中でスポーツの振興につい
て考慮した体育館運営を行ってきたことは評価する。
今回の利用料金の改定は、受益者負担の原則に基づき
行われるもので、現行の利用料金の約２倍に当たる改
定もあるため、市民への丁寧な周知を図るよう要望す
る。

ឺɾ৽੓ɾ৽͍͠෩
賛
成

茅ヶ崎の魅力発信が転入促進に大きく寄
与したが、コロナ禍による社会変容も要因
の一つと考える。今後も転入者が住み続け
たいと感じる環境づくりの推進を求める。
また、待機児童対策の柔軟な対応は評価す
るが、課題もあり、さらなる対策を求める。
茅ヶ崎市行財政経営改善戦略の効果は評価
するが、財政健全化緊急対策において大き
な影響を受けた市民や市民活動があること
を忘れてはならない。

ެ໌͕͖ͪ͞
賛
成

重層的支援体制整備事業は包括的な相談支
援体制となった。着実な支援のネットワーク
が構築されることを期待する。情報化推進経
費のDX推進では、幹部の意識改革によりDX
人材が育成され行政改革が進むと考える。
令和５年度茅ヶ崎市病院事業会計決算の認定
について

新たな経営形態での病院運営が進められ
た。地域の基幹病院として高度な医療の提供
と患者さんに寄り添った医療の提供を要望す
る。

第３回定例会に提
出された各案件につ
いて、採決の前に各
会派などが態度を表
明し、その理由を述
べました。

討　論
こんな理由で

OR賛成 反対

令和５年度茅ヶ崎市
一般会計歳入歳出決算の認定について

令和５年度茅ヶ崎市
一般会計歳入歳出決算の認定について 茅ヶ崎市体育館条例の一部を改正する条例

繁茂している街路樹

改修されるツインウェイヴ地下道
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母
子
相
談
事
業
費
（
１
０
４
２
万
７
０
０
０

円
増
。
産
後
の
母
子
の
心
身
の
ケ
ア
等
を
行
う

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、
当
初
の
想
定
を
上

回
る
利
用
件
数
の
増
加
に
伴
い
、
委
託
料
を
増

額
す
る
も
の
）
運
営
補
助
事
業
費
（
民
間
保
育

所
・
地
域
型
保
育
）、
保
育
園
業
務
管
理
経
費

（
５
５
９
１
万
９
０
０
０
円
増
。
保
育
士
の
業

務
負
担
軽
減
を
図
り
、
働
き
や
す
い
環
境
整
備

と
保
護
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
公
立

保
育
園
、
民
間
保
育
所
、
小
規
模
保
育
事
業
所

等
に
お
け
る
業
務
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
等
を
推
進
す
る

こ
と
に
伴
い
、
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
等
を

増
額
す
る
も
の
）

母
子
相
談
事
業
費

問

産
後
ケ
ア
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
大
き

く
増
加
し
た
も
の
は
。

答

令
和
５
年
と
比
較
し
、
訪
問
通
所
型
が

1
・
2
倍
、
宿
泊
型
が
1
・
6
倍
と
大
き
く
増

加
し
て
い
る
。

問

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
施
設
一
覧
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
が
、
利
便
性
向
上
の
た
め
に
各
施
設

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
貼
る
等
、
改
善

で
き
な
い
か
。

答

利
用
者
に
寄
り
添
う
対
応
と
な
る
よ
う
事

業
者
と
協
力
し
て
い
く
。

(

民
間
保
育
所
・
地
域
型
保
育)

運
営
補
助
事

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

資
産
購
入
費
（
２
４
４
７
万
３
０
０
０
円
増
。

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
内
視
鏡
診
断
支
援
ツ
ー
ル
及
び

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と

に
伴
い
、
資
産
購
入
費
を
増
額
す
る
も
の
）

問

電
子
処
方
箋
管
理
サ
ー
ビ
ス
導
入
に
よ
る

メ
リ
ッ
ト
は
。

答

処
方
箋
が
電
子
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
処

方
さ
れ
た
薬
が
処
方
及
び
調
剤
時
に
確
認
で
き

る
こ
と
で
併
用
で
き
な
い
薬
剤
や
重
複
投
薬
な

ど
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

問

Ａ
Ｉ
内
視
鏡
診
断
支
援
ツ
ー
ル
の
詳
細
と

診
断
の
精
度
や
専
門
的
見
地
へ
の
効
果
を
伺
う
。

答

院
内
に
４
台
あ
る
内
視
鏡
の
機
械
の
１
台

に
装
着
予
定
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
画
像
を
解

析
し
病
変
部
位
を
ポ
イ
ン
ト
す
る
等
、
Ａ
Ｉ
が

診
断
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
。
厚
生
労
働
省
に
提

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

業
費
、
保
育
園
業
務
管
理
経
費

問

欠
席
連
絡
や
園
か
ら
の
便
り
の
収
受
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
可
能
と
な
る
等
、
保
育
士
、

保
護
者
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
感
じ
る
。

利
用
開
始
時
期
は
。

答

公
立
・
民
間
の
差
は
あ
る
が
、
遅
く
と
も

令
和
７
年
４
月
か
ら
の
利
用
開
始
を
目
指
し
て

い
る
。

茅
ヶ
崎
市
総
合
体
育
館
及
び
茅
ヶ
崎
市
体
育

館
の
利
用
料
金
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
り
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
等
の

た
め
の
も
の
で
す
。

問

料
金
改
定
の
経
緯
を
問
う
。

答

こ
れ
ま
で
消
費
税
増
税
に
合
わ
せ
た
改
定

を
２
度
行
っ
た
。
今
回
の
改
定
は
竣
工
以
来
上

体育館利用料
を改定

議案第84号　茅ヶ崎市体
育館条例の一部を改正する
条例

委員会では
全会一致

議
案
の
概
要

主
な
質
疑

出
さ
れ
た
医
療
技
術
評
価
提
案
書
で
は
、
腫
瘍

の
見
落
と
し
率
が
36
・
７
％
か
ら
13
・
８
％
に

減
少
す
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。

分
別
収
集
事
業
費
（
７
３
７
万
円
増
。
家
庭

等
か
ら
の
排
出
及
び
収
集
・
処
理
に
お
け
る
ス

プ
レ
ー
缶
の
爆
発
防
止
対
策
の
た
め
、
令
和
７

年
度
か
ら
の
ス
プ
レ
ー
缶
の
排
出
方
法
の
変
更

に
向
け
た
準
備
や
市
民
へ
の
周
知
啓
発
を
行
う

こ
と
に
伴
い
、
消
耗
品
費
、
委
託
料
を
増
額
す

る
も
の
）

問

ス
プ
レ
ー
缶
の
排
出
方
法
が
ど
の
よ
う
に

変
更
と
な
る
の
か
。

答

ス
プ
レ
ー
缶
に
穴
を
開
け
ず
に
専
用
の
ネ

ッ
ト
に
排
出
す
る
方
法
と
な
る
。

問

な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
っ
た
の
か
。

答

現
在
本
市
で
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
中
身
を

使
い
切
り
、
風
通
し
の
良
い
と
こ
ろ
で
穴
を
開

け
て
「
か
ん
」
と
し
て
排
出
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
平
成
30
年
の
環
境
省
の
通
知
で
は
、

住
民
に
穴
を
開
け
さ
せ
ず
に
処
理
す
る
体
制
整

備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
寒
川
町
と
検
討
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
本
市
の
資
源
物
を
処
理
し
て

い
る
寒
川
広
域
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
処
理

す
る
体
制
が
整
っ
た
た
め
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

スプレー缶　処理方法
変更で市民が安全に
排出できるように

議案第75号　令和６年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算（第８号）
所管部分

委員会では
全会一致

主
な
事
業
費

主
な
質
疑

子育て
関連施策の
予算拡充
議案第75号　令和６年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算

（第８号）所管部分

委員会では
全会一致

昇
し
て
い
る

維
持
管
理
経

費
等
に
対
応

す
る
た
め
に

必
要
な
改
定

で
、
値
上
げ

に
つ
い
て
は

丁
寧
な
説
明

を
行
い
周
知

を
進
め
て
い

き
た
い
。

文
化
教
育
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
３
件
と
陳
情
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。
主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

水
本

定
弘

副
委
員
長

藤
村
優
佳
理

木
山

耕
治

金
子　
　
遥

吉
川
ひ
か
り

菊
池

雅
介

伊
藤

素
明

市立病院で電子処方箋
の対応とＡＩ診断
支援ツールの導入

議案第77号　令和６年度茅ヶ
崎市病院事業会計補正予算（第
１号）

委員会では
賛成多数

環
境
厚
生
常
任
委
員
会

令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
議
案
７
件
と
陳
情
１
件
を
審
査

し
ま
し
た
。
主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

花
田　
　
慎

副
委
員
長

岡
崎　
　
進

豊
嶋

太
一

清
野

匡
志

今
井

理
華

新
倉

真
二

山
﨑

広
子

ձ೿ʹ
ଐ͞ͳ͍ٞһ反

対

コロナワクチン接種後
の健康被害が全国的に報
告されており、市はリス
クも明示すべきである。
慎重な判断を望むことか
ら予防接種事業費につい
て反対する。（杉本啓子
議員）

令和６年度茅ヶ崎市
一般会計補正予算
（第７号）

日ຊ࢈ڞౘ
ձٞһஂ反ٞࢢϲ࡚כ

対

今回の利用料金引き上げ
は、空調設置及び諸物価高
騰を受け説明できる範疇を
超えている。一貫して受益
者負担に反対である。市は
受益者負担の在り方につい
て改めて市民に説明すべき
である。

茅ヶ崎市体育館条例の
一部を改正する条例

ະདྷ૑ੜɾভ෩Ϋϥϒ
賛
成

財政健全化に努めた後の実
施計画初年度であり感染症蔓
延により執行されなかった諸
計画に優先順位を定めたこと
を評価する。優先順位につい
てもインフラ整備・公共施設
再整備の適正執行、持続可能
な茅ヶ崎に必要な教育・文
化・子育て・商工業活性化な
どバランス良く取り組んだと
判断する。

令和５年度茅ヶ崎市一般会計
歳入歳出決算の認定について

Ϋϥϒݑཱ͖͕ͪ͞
賛
成
令和６年度茅ヶ崎市一般
会計補正予算（第８号）
民間保育所運営補助事業費、

地域型保育運営補助事業費、保
育園業務管理経費は市内保育所
等における保育士の業務負担軽
減や保護者の利便性向上に向け
たICT化支援に係る事業費だ
が、導入後の効果の把握、利活
用の促進やシステム更改対応な
ど継続的な支援とフォローに努
めるよう要望する。　

ຽͷ੠͕͖ͪ͞ࢢ
賛
成

母子相談事業費の産後ケア事業は、お
母さんを孤立させず休息を提供するため
の大切な事業であり、多くの方が利用で
きるよう積極的な情報提供などに努める
ことを求める。

清掃総務管理経費は令和７年度より実
施するごみの戸別収集に係る実験事業の
準備として、対象エリアへの周知、収集
場所の特定作業やごみ組成分析を行う費
用である。自治会や地域住民の協力を得
ながら滞りなく実施するよう期待する。

令和６年度 茅ヶ崎市一般会計補
正予算（第８号）

総合体育館の空調パネルの設置

AI 内視鏡診断支援ツール
（画像提供：オリンパスマーケティング株式会社）
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ٞҊ൪号 ݅　　໊

ܾٞ݁Ռ

ち
が
さ
き

自
民
ク
ラ
ブ

絆
・
新
政
・

新
し
い
風

公
明

ち
が
さ
き

市
民
の
声

ち
が
さ
き

未
来
創
生
・

湘
風
ク
ラ
ブ

ち
が
さ
き

立
憲
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

茅
ヶ
崎
市
議

会
議
員
団

会
派
に

属
さ
な
い

議
員

水
島

誠
司

水
本

定
弘

岡
崎　
　
進

小
川

裕
暉

金
子　
　
遥

新
倉

真
二

岸　
　
正
明

木
山

耕
治

長
谷
川
由
美

滝
口

友
美

山
﨑

広
子

菊
池

雅
介

阿
部

英
光

花
田　
　
慎

藤
村
優
佳
理

清
野

匡
志

山
口

順
平

柾
木

太
郎

伊
藤

素
明

加
藤

大
嗣

早
川

仁
美

藤
本

恵
祐

吉
川
ひ
か
り

金
田

俊
信

今
井

理
華

豊
嶋

太
一

杉
本

啓
子

ຊձٞ
৹ٞ日

ٞҊୈþú号 ઐܾॲ෼ͷঝೝʹ͍ͭͯ �月2日 ঝೝ ◯◯◯◯◯◯

議
長
の
た
め
表
決
に
加
わ
ら
ず

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
ٞҊୈþû号 令和６年౓כϲ࡚ࢢҰൠձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̓号） �月2日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●
ٞҊୈþü号 令和６年౓כϲ࡚ࢢҰൠձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̔号） �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯●
ٞҊୈþý号 令和６年౓כϲ࡚ࢢհޢอۀࣄݥಛผձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍号） �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
ٞҊୈþþ号 令和６年౓כϲ࡚ࢢපӃۀࣄձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̍号） �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯◯

ٞҊୈþÿ号
ਓΛࣝผ͢ΔͨΊͷ൪号ͷར༻౳ʹؔ͢Δݸ੓खଓʹ͓͚Δಛఆͷߦ
๏཯ʹݸͮ͘جਓ൪号ͷར༻ٴͼಛఆݸਓ৘ใͷఏڙʹؔ͢Δ৚ྫͷ
Ұ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫ

�月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯●

ٞҊୈþĀ号 ͍ͯͭʹ໿ͷక݁ܖ੥ෛࣄ޻ �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
ٞҊୈÿ÷号 ͍ͯͭʹߋ໿ͷมܖ੥ෛࣄ޻ �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯◯
ٞҊୈÿø号 令和̑年౓כϲ࡚ڞެࢢԼਫಓۀࣄձܭརӹͷॲ෼ʹ͍ͭͯ �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
ٞҊୈÿù号ͷ͔̍Β̐ ͍ͯͭʹಓ࿏ઢͷೝఆࢢ �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
ٞҊୈÿú号 令和６年౓כϲ࡚ࢢҰൠձิܭਖ਼༧ࢉ（ୈ̕号） �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯◯
ٞҊୈÿû号 ମҭؗ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫࢢϲ࡚כ �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯◯
ٞҊୈÿü号 ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫݥอ߁ຽ݈ࠃࢢϲ࡚כ �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯●
ٞҊୈÿý号 ͷઃஔ౳ʹؔ͢Δ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫۀࣄපӃࢢϲ࡚כ �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯●
ٞҊୈÿþ号 和ղʹ͍ͭͯ �月ú÷日 Մܾ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
ೝఆୈ̍号 令和̑年౓כϲ࡚ࢢҰൠձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯●
ೝఆୈ̎号 令和̑年౓כϲ࡚ࠃࢢຽ݈߁อۀࣄݥಛผձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯●●◯◯

ೝఆୈ̏号 令和̑年౓כϲ࡚ऀྸߴظޙࢢҩྍۀࣄಛผձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷೝఆ
ʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

ೝఆୈ̐号 令和̑年౓כϲ࡚ࢢհޢอۀࣄݥಛผձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

ೝఆୈ̑号 令和̑年౓כϲ࡚ڞެࢢ༻஍ઌߦऔಘۀࣄಛผձࡀܭೖࡀग़ܾࢉͷ
ೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

ೝఆୈ６号 令和̑年౓כϲ࡚ڞެࢢԼਫಓۀࣄձࢉܾܭͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
ೝఆୈ̓号 令和̑年౓כϲ࡚ࢢපӃۀࣄձࢉܾܭͷೝఆʹ͍ͭͯ �月ú÷日 ೝఆ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

ਓݖ༴ޢҕһͷީิऀͷਪનʹ͍ͭͯ �月4日 ҟٞͳ͠ ◯◯◯◯◯◯ ◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

੒　˔൓ରࢍ˓

議案等の議決結果等（令和６年第３回定例会）

７月 17日 ͕（໊̓）ੜৗ೚ҕһձްڥ؀ ɺࢢ๺۝भݝ෱Ԭ）࡯ࢹ੓ߦ
ிؼɺøĀ日ࢪΛ࣮（ࢢ૯ࣾݝࢁɺԬࢢࢁ෱ݝౡ޿

18日 Ѫ஌ݝ๛ాٞࢢձٞһ໊͕̏࡯ࢹདྷி
24日 ೆ଍ฑٞࢢձٞһ໊͕̕࡯ࢹདྷி
25日 དྷி࡯ࢹձٞһ໊͕ٞ̕ࢢఱಐݝܗࢁ
26日 ௌҕһձ޿ใ޿

８月 １日 དྷி࡯ࢹձٞһ໊͕̔ٞࢢҏ੎ݝॏࡾ
６日 ձٞڠਪਐ༺׆̩̘̞

੩Ԭֻݝ઒ٞࢢձٞһ６໊͕࡯ࢹདྷி
７日 ৽ׁݝദ࡚ٞࢢձٞһ໊͕̓࡯ࢹདྷி
９日 ٞձӡӦҕһձ
20日 ૯຿ৗ೚ҕһձ（６໊）͕ ΦϯϥΠϯͰߦ੓࡯ࢹ

（ಢ໦ݝਅԬࢢ）Λ࣮ࢪ
22日 ͕ձ（øù໊）ٞڠਪਐ༺׆̩̘̞ ΦϯϥΠϯͰߦ੓࡯ࢹ

（౻୔ࢢ）Λ࣮ࢪ
23日 ٞձӡӦҕһձ

ௌҕһձ޿ใ޿
９月 26日 ௌҕһձ޿ใ޿

30日 ٞձӡӦҕһձ
10月 ２日 ૯຿ৗ೚ҕһձ（６໊）͕ ΦϯϥΠϯͰ

ࢪΛ࣮（ࢢୋࡾ౎ژ౦）࡯ࢹ੓ߦ
７日 ௌҕһձ޿ใ޿
９日 ௕࡚ݝେଜٞࢢձٞһ໊͕̔࡯ࢹདྷி
11日 ձٞڠਪਐ༺׆̩̘̞

■議会の動向

(1) ＊印のある場合は、案件がある場合に行われます。
(2) 一般質問実施人数及び追加案件の有無によって12月５日

（木）と18日（水）は休会になります。また、▲印のある
　　場合は前日程に繰り上げて実施します。
(3)詳細は11月21日（木）開催予定の議会運営委員会で決定

されますので議会事務局にお問い合わせください。
(4)請願と陳情の第４回定例会での取り扱いは、11月11日

（月）正午までに提出されたものを対象とします。

੒　˔൓ର��˚ҕһ௕ͷͨΊදܾʹՃΘΒͣ��ʵॴଐҕһͳ͠ࢍ̋

陳情の審査結果

ձٞͷ۠෼ ݅　　໊ ݁　Ռ
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■令和６年第４回定例会の日程（予定）
月 日
（༵日） 内　　　容

øø
ùÿ（໦）

本会議
(＊先議案件趣旨説明〜質疑〜付託／
一般質問／＊先議案件委員会審査）

ùĀ（ۚ） 本会議
（＊先議案件最終審議／一般質問）

øù

（̎月） 本会議（一般質問）

（̏Ր） 本会議（一般質問）

（̐ਫ） 本会議（一般質問）

（̑໦）
本会議

（＊一般質問／▲各案件趣旨説明
〜質疑〜付託／▲＊報告）

ø÷（Ր） 都市経済常任委員会

øø（ਫ） 文化教育常任委員会／
＊議会運営委員会

øù（໦） 環境厚生常任委員会

øú（ۚ） 総務常任委員会

øÿ（ਫ）
＊議会運営委員会／
＊本会議（追加案件趣旨説明〜質疑
〜付託／＊追加案件委員会審査）

øĀ（໦）
本会議（各案件最終審議／
＊報告に対する質疑）／
議会運営委員会

■全員協議会の開催状況
月 日

（曜日） 内　　　容

� ùù（໦） 【協議事項】　１　茅ヶ崎ゴルフ場区域の利活用に関する考え方（素案）について

�
（̐ਫ） 【協議事項】　１　人権擁護委員の候補者の推薦について

ùü（ਫ）
【報告事項】　１　茅ヶ崎市とスギホールディングス株式会社との包括連携に関する協定に基づく取り組みについて

　２　戸別収集実験事業の概要について
【協議事項】　３　「健康都市ちがさきを目指して」に関する政策提言（素案）について

˞ٞ௕ͷಈ޲ʹ͍ͭͯ
͸ɺϗʔϜϖʔδʹ
ɻ͢·͍ͯ͠ࡌܝ
　（ʮכϲ࡚ࢢ　ٞ௕ͷ
ಈ޲ʯͰࡧݕͰ͖
·͢ɻ）

ϙελʔ࡞੡ྗڠɿDIBUBSo�GBDUoSZ
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決算
審査
小委員会の質疑時間自

主
財

源

依
存
財
源

総 務 分科会

シティプロモーション推進事業
評価対象事業① 拡充

「移住」から「定住」につながるよ
うバランスの良いシティプロモーシ
ョン施策の展開を

評価理由（概要）

ふるさと納税活性化事業
評価対象事業② 改善

税収獲得という点以外にも市のプロ
モーションという側面を捉えた施策
展開を

評価理由（概要）

多様な主体との協働の推進事業
評価対象事業③ 改善

市職員に「協働」のマインドをより
浸透させるため、研修内容や予算額
の増額を

評価理由（概要）

都市経済 分科会

茅ヶ崎海岸グランドプラン推進事業
評価対象事業① 改善

周辺住民や各関係団体と丁寧に意見
交換し、経済性及び環境や景観へ配
慮した土地利活用を

評価理由（概要）

企業移転・サテライトオフィス設置支援事業
評価対象事業② 改善

本制度を利用した企業へヒアリング
し、コロナ禍の支援策から企業誘致
策へ一層の施策展開を

評価理由（概要）

森林環境譲与税活用事業
評価対象事業③ 改善

自然環境保全を担う市民団体との連
携を改善するとともに、市民への普
及啓発に工夫を

評価理由（概要）

文化教育 分科会

産後ケア事業
評価対象事業① 拡充

利用者のニーズを把握し、多様で柔
軟な対応をし、魅力があり利用され
る事業展開を

評価理由（概要）

博物館管理運営事業
評価対象事業② 拡充

収蔵環境の整備、学芸員の発掘・育
成に取り組みつつ、地域格差のない
教育機会の提供を

評価理由（概要）

児童クラブ待機児童解消対策推進事業
評価対象事業③ 改善

待機児童解消に向け、業務に見合っ
た人員の確保と各施設の有効活用等
の多角的な取り組みを

評価理由（概要）

環境厚生 分科会

成年後見制度利用促進に向けた体制整備
( 中核機関の設置・運営 )

評価対象事業① 拡充

潜在需要の掘り起こしのための周知
を拡大し、今後に備えた体制の整備
と強化を

評価理由（概要）

保健師の人材育成マネジメント業務
評価対象事業② 拡充

広範な職務内容を踏まえ、平時と災
害時の対応力の強化を図るなど、さ
らなる人材育成を

評価理由（概要）

焼却残渣再資源化事業
評価対象事業③ 拡充

埋め立て等の域内処理とのバランス
をとり、100％再資源化達成に向け
た取り組みの強化を

評価理由（概要）

議長及び議会選出監査委員を除く全議員を構成員とする決算特別委員会の中
に設置した４つの分科会で評価対象事業（茅ヶ崎市実施計画2025の実施計画
事務事業の中から各分科会ごとに３事業程度）を選定します。行政側の自己評
価を踏まえ、その事業の方向性について、各分科会の委員同士で議論し、各分

科会としての評価（「拡充」「改善」など４段階の評価）を決定します。議会で
の決算審査をより充実したものにするとともに、最終的に評価結果を市長へ提
出し、翌年度の予算編成に反映させていくことを目的としています。
˞令和̎年౓͔Β令和̑年౓·Ͱ͸৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ͷӨڹʹΑΓ͍ͯ͠ࢭٳ·ͨ͠ɻ

５年ぶりに決算事業評価を実施

総務分科会（決算事業評価）

都市経済分科会（決算事業評価）

文化教育分科会（決算事業評価）

環境厚生分科会（決算事業評価）

決算審査小委員会（第１日）

決算審査小委員会（第２日）

決算審査小委員会（第３日）

総務分科会（決算事業評価）

都市経済分科会（決算事業評価）

文化教育分科会（決算事業評価）

環境厚生分科会（決算事業評価）

決算特別委員会（　　　　　　　　　　）総括質疑・事業評価決定・
討論・採決

決算特別委員会はたくさん審査するんだ！！

一般会計歳出内訳一般会計歳入内訳

874億
歳出

1795万円

942億
歳入

9528万円

市税
390 億
1987 万円

各種交付金等
107 億 689 万円

県支出金
63 億 8126 万円

市債
36 億 3742 万円

国庫支出金
187 億
8745 万円

諸収入等（※）
60 億 7748 万円

繰越金
75 億 6857 万円

議会費
3 億 9802 万円

総務費（予備費を含む）
104 億 9770 万円

土木費（災害復旧費を含む）
66 億 2275 万円

民生費
386 億 6987 万円

衛生費
97 億 6867 万円

労働費
2 億 622 万円

農林
水産業費
3 億
2535 万円

商工費
22 億
2227 万円

消防費
31 億 5997 万円 教育費

97 億 2877 万円

公債費 58 億 1838 万円

繰入金
5 億 8134 万円

使用料及び手数料
15 億 3501 万円

※諸収入等の内訳は、「諸収入、分担金及び負担金、財産収入、寄附金、地方譲与税」です。
※各区分を四捨五入しているため、単純計算で誤差が生じることがあります。

歳入決算額 歳出決算額 差引額
（形式収支）

翌年度
繰越財源

翌年度繰越額
（実質収支）

一般会計 942 億 9528 万円 874 億 1795 万円 68 億 7733 万円 3 億 9819 万円 64 億 7913 万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 230 億 1586 万円 226 億 7617 万円 3 億 3969 万円 0 3 億 3969 万円

後期高齢者医療事業 40 億 8609 万円 40 億 8074 万円 535 万円 0 535 万円

介護保険事業 186 億 8976 万円 183 億 6435 万円 3 億 2542 万円 0 3 億 2542 万円

公共用地先行取得事業 6541 万円 6541 万円 0 0 0

公
営
企
業
会
計

公共
下水道事業

収益 57 億 5417 万円 51 億 4798 万円 - - -

資本 23 億 7610 万円 48 億 8382 万円 - - -

病院事業
収益 129 億 720 万円 132 億 8702 万円 - - -

資本 30 億 7321 万円 33 億 0131 万円 - - -

各会計決算の状況
会計別

区分

13�෼

��෼

��෼

��෼

��෼
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10෼

10෼

�
෼
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特集　令和５年度決算

決算特別委員会は
８日間にわたって審
査したぞよ！
どのようにお金が

使われて効果や実績
がどうだったのか、
議員のみんなが確認
するぞよ！

しっかり
中身を見
なきゃネ

特
別
会
計

各会計決算の状況
会計別

するぞよ！
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４月

道の駅の名称投票で3,000票を超える
投票数のなか、1,308票の第１位で決ま
りました。他の候補は「湘南茅ヶ崎」や

「ALOHAちがさき」などがありました。
主な事業費名 道の駅整備推進事業
令和５年度予算 1億 7,333 万 9,000 円
令和５年度決算 1 億 6,024 万 4,163 円

道の駅の名称が「湘南ちがさき」に決定

６月

９月

11月

７月

物価高騰の影響が大きい世帯に３万円を給付

ファーストプレゼント事業を開始

ごみ有料化と戸別収集のアンケート結果公表

金属製折り鶴「ＳＡＤＡＫＯ」寄贈

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負
担を軽減するため、令和５年度の住民税非課
税世帯へ支援給付金を支給しました。
主な事業費名 電力・ガス・食料品等価格高騰

対策重点支援給付金給付事業費
令和５年度予算 8億 1,487 万 1,000 円
令和５年度決算 6 億 7,364 万 1,525 円

子どもの誕生をお祝いし、茅ヶ崎市での子
育てを応援するために２万円分のカタログギ
フトを届ける事業を開始しました。対象は令
和５年４月１日以降に子どもが生まれた市内
在住のご家族です。
主な事業費名 ファーストプレゼント事業費
令和５年度予算 2,245 万 3,000 円
令和５年度決算 2,277 万 6,606 円

【主な結果】
有料化でごみへの関心を持つようになった 46.4％
戸別収集を実施して欲しい（無作為抽出） 17.5％
戸別収集を実施して欲しい（フリー） 　55.0％

主な事業費名 清掃総務管理経費
令和５年度予算 2億 5,886 万 7,000 円
令和５年度決算 2 億 4,955 万 5,752 円

Ｇ７広島サミットで各国首脳に贈られ
た金属製の折り鶴が市に寄贈されまし
た。「禎子の折り鶴」とともに市役所１
階に展示しています。
主な事業費名 平和事業関係経費
令和５年度予算 77万 5,000 円
令和５年度決算 69 万 4,840 円

５月
令和６年４月１日時点の市内保育園の待機

児童数は５人、保留児童は246人でした。特
に待機児童は前年度22人から大幅に減少し
ました。

主な事業費名 民間保育所運営補助事業費
民間保育所等施設整備事業費

令和５年度予算 11億 1,199 万 5,000 円
令和５年度決算 11 億 5,706 万. . 217 円

保育園待機児童数が前年度比減

１月

来庁者の負担軽減や業務の効率化など
のために市役所の一部窓口で、氏名や住
所などを何度も書かずに手続きを進めら
れる「書かない窓口」を導入しました。
主な事業費名 情報化推進経費
令和５年度予算 2億 5,752 万 6,000 円
令和５年度決算 2 億 5,714 万 889円

県内初！「書かない窓口」導入

３月

再整備により、ユニバーサル遊具の設
置や多目的トイレへの介助用ベッドの設
置、駐車場の舗装など、だれでも利用し
やすい公園へ生まれ変わりました。
主な事業費名 公園緑地等管理運営経費
令和５年度予算 3億 5,908 万 6,000 円
令和５年度決算 3 億 4,073 万 9,325 円

湘南夢わくわく公園がインクルーシブ公園に

２月
【スポーツアンバサダー】 【締結日】

第１号　佐藤 水菜 選手（自転車競技） 令和５年11月12日
第２号　内藤 寧々 選手（ＢＭＸ） 令和５年12月25日
第３号　松田 詩野 選手（サーフィン） 令和６年３月16日
第４号　田中 映伍 選手（パラ水泳） 令和６年４月22日
各競技の普及啓発や次世代育成・まちの活性化を推進します。

主な事業費名 トップアスリート連携事業費
令和５年度予算 104万 8,000 円
令和５年度決算 181 万 4,500 円

茅ヶ崎市のスポーツアンバサダー誕生

令和５年度のふるさと納税制度を通
じた寄附額は１億349万6,000円（前
年度比約126％）の過去最高額となり
ました。

新たに172の返礼品を追加し、15
事業者を返礼品提供の事業者として登
録したほか、利用者の利便性向上など
を実施した結果です。

しかしながら、他自治体への流出額
がいまだに約２億円ほど上回っており、
さらなる取り組みが求められます。

ふるさと納税　過去最高の納付額

ほかにもこんなできごとが

ゆかりのまち岡崎市の下水道事業着手100周年を記念
し、岡崎市のデザインマンホールが市内堤の博物館西側通
路に設置されました。

岡崎市のデザインマンホール設置

俳優・歌手の枠組みを超え、幅広い世代に影響を与える加山雄三氏の輝かし
いご功績とご活躍に敬意を表し、条例に基づき市長が推薦、市議会が全会一致
で可決し、名誉市民となりました。

加山雄三氏　47年ぶり 5人目の名誉市民に

市役所仮設庁舎跡地にコミュニティＦＭ放送局やカフェ
などを併設した地域貢献施設が完成しました。市役所前広
場がにぎやかな雰囲気となりました。

地域貢献施設が全面オープン

２次元コードから実際の映像等をご確認いただけます。

茅ヶ崎市アスリート支援事業 ロゴデザイン

左：禎子の折り鶴（本物）
右：金属製の折り鶴

決算で振り返る 令和５年度の

決算特別委員会
9 月 24 日

決算特別委員会
9 月 12 日

（文化教育分科会）
9 月 20 日

決算特別委員会
9 月 12 日

（環境厚生分科会）
9 月 20 日

決算特別委員会
9 月 11 日

（都市経済分科会）
9 月 19 日9 月 11 日 9 月 19 日

※記事中表内の金額について、その全額が当該事業に使用されていないものも含まれています。
あんな

ことこんなこと

9 月 13 日 9 月 17 日 9 月 18 日
決算特別委員会（決算審査小委員会）

令和５年度決算の金額は 7 ページに掲載しています。

決算特別委員会（総務分科会）
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